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えびす神社は大国主西神社から「西」を取って「西のお宮さん」西宮神社といわれるよう
になり、現在の西宮神社は大国主西神社ではないかという説もある。このようなこともあ
り、明治時代に一時大国主西神社に名前を変えることになった。 
えびす宮総本社たる西宮神社が、明治維新後の混乱の中、わずかな期間ではあるが大国
様の神名を冠した神社名を名乗ったことは、たいへん興味深いことであるが、庶民のえび
すさまへの信仰はそのような変遷に影響されることなく続いている。 
  
7．まとめ 
 
「画竜点睛」のことば通りに、西洋式ホテルに「和」を取り込んだ甲子園ホテルは福の
神大国様の打出の小槌を象徴的に配することによって日本を代表するホテルとなった。 
加えて、福の神として大黒様と対するえびすさまは直接的には表現されていないが、海
を領知するえびすさまにつながるように、水玉模様や噴水が装飾、配置されているのではな
いか。 
我が国に継承されてきた見立てや留守絵の手法が思い起こされる。 
設計者と建造物、この両者を貫く「祈り」が福の神によって表現されているのだろう。 
 
(2016 年 11 月 19 日、生活美学研究所本年度甲子プロジェクト研究会における講演に基づく) 
コーディネーター 武庫川女子大学生活環境学部教授 黒 田 智 子 
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旧甲子園ホテルの意匠について 
―打ち出の小槌と大黒様― 
 
西宮市立郷土資料館 西 尾 嘉 美 
 
1．はじめに 
 
筆者は兵庫県西宮市川添町にある、西宮市立郷土資料館に勤務している。当館は昭和 60
年（1985 年）に開館した。主に明治時代より以前の西宮市の歴史や人々の暮らしに関する
資料を保管、展示すると共に、西宮市の文化財行政を行う機関であり、近年では発掘調査
や登録文化財、重要文化財の維持管理も重要な業務となっている。旧甲子園ホテルもその
文化財のひとつである。 
旧甲子園ホテル（昭和 5 年（1930 年）開業～昭和 19 年（1944 年）海軍病院に転用）の
建物の意匠を観察すると、最も目立つものが打ち出の小槌をモチーフとしたデザインでは
ないだろうか。筆者の勤める西宮市立郷土資料館では、文化財の散策や建物案内を歴史散
歩と称し開催しているが、それらはどうしてもガイド側の得意分野や推奨したい部分に誘
導されてしまいがちである。大まかな概要を知ることは出来るが、文化財や建築の細部ま
でを観察するまでには至らない。旧甲子園ホテルを深く知ろうと思うとき、まずはあちら
こちらに使われている打ち出の小槌に注目し、観察をする。その観察から得られた事象を
いくつもの視点から調べることで建物全体の意匠を探ることに繋がるのである。 
 
2．打ち出の小槌  
 
2-1 民話の中の打ち出の小槌 
 まず、打ち出の小槌について述べたい。打ち出の小槌を実際に使用した経験を持つ人は
いるだろうか。現代人で打ち出の小槌を使用した経験を持つ人が、もし居れば、ぜひ、イ
ンタビューに応じて頂きたいと思うのである。それはさておき、現代人にとって、打ち出
の小槌はあまり馴染みの深いものではないだろう。正月飾りや、結納品の中で見られる程
度である。正月飾りや十日戎の熊手や笹に打ち出の小槌が付いている。結納品は、高砂の
人形、するめ、目録、松、そして打ち出の小槌などの三宝
さんぼう
（三方とも書く。木製の白木台。
もともとは何かを差し上げたりする際に使用していた白木台・献上台のこと。）が 5台から
7台並ぶ。しかし昨今では、それらの習慣もずいぶんと減っており、それに伴い、打ち出の
小槌を目にすることも減少した。 
打ち出の小槌と聞いてまず思い浮かぶものに、民話の「一寸法師」がある。その他にも、
「竜宮童子」「鼠浄土」などがあげられる。民話を分析すると、日本の歴史の中で打ち出の
小槌がどのような意味や、役割を持っていたのかがわかる。 
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打ち出の小槌を道具として見てみると、民話の中では「振る」ものであるが、形状から
もわかるように平らな打面があり、本来はものを「打つ」という役割がある。同じく「打
つ」道具に杵
きね
がある。打ち出の小槌や木槌などの槌は、打面部分に対し垂直に、かつ中央
に柄を差しているが、杵は柄の部分が一方に寄っているものが一般的である。しかし、杵
にも槌と同様、中央に柄が差してあるものもある。また杵には竪
たて
杵
きね
と横杵があり、打ち方
に違いがある。 
では杵と槌の違いは何であろうか。それは打ち潰す対象物に違いがあるといえる。杵は、
米や麦などの穀物や大豆といった食べ物を打つ道具である。餅つきや精米などがそれに当
たる。対して槌は、金属や土を打ち砕く、潰す、平らにするための道具である。打面が金
属製であるものを金槌という。一方、杵は食べ物に触れるものなので、木製であることが
多いといえる。このように、同じような形状のものでも、用途に合わせ使い分けをしてい
るのである。 
このような「打つ」道具の中でも、打ち出の小槌だけでなく杵も出てくる民話に、先に
述べた「一寸法師」や「竜宮童子」、「鼠浄土」などが挙げられる。単純に民話のストーリ
ーを追い、「良い話だ」と終わらせるのではなく、学問として分析を行う民話学というもの
がある。民話学の研究手法に従うと、大きく 5つの要素が抽出できる。 
 
① 登場人物  
② ストーリー 
③ 構成要素 
④ 分布 
⑤ 類話 
  
①登場人物で、どのような人物が登場するのかを挙げる。②ストーリーでは、全体の話
の流れを掌握する。③構成要素とは、例えば（イ）都の長者などのいわゆる上流階級と一
般の人々（ロ）親孝行（ハ）成り上がる、裕福になっていく（ニ）怠け者、というような
お話の中の細かいプロット、モチーフを取り出し分析を行う。④分布では、民話はある限
られた土地にだけ伝わるものではなく、日本の各地で語り継がれているものであるので、
それが日本のどこの地方に伝わる話であるのかといった分布状況を見る。その際、話の結
末や登場人物が少し違っていたりすることがあるので、⑤類話において、それらがよく似
た話なのか、もとの話をアレンジしたものなのか、そして地方ごとに、どのように伝わっ
ている話であるかを更に分析していくというものである。 
 
2-2 「一寸法師」の中の打ち出の小槌 
先ほど掲げた 5の要素で、「一寸法師」を読み解くと、以下のようになる。 
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2-2 「一寸法師」の中の打ち出の小槌 
先ほど掲げた 5の要素で、「一寸法師」を読み解くと、以下のようになる。 
 
①登場人物  じいさま、ばあさま、一寸法師、赤鬼、青鬼、鬼の親分、殿さま、お姫様 
②ストーリー 子どもがいない夫婦が願をかけ、やっと授かった子どもは非常に小さな子
どもであったので、一寸法師と名付けられる。成長しても小さいままの一
寸法師は、旅に出て都に向かう。都で召し抱えられた家のお姫様が鬼にさ
らわれた。鬼の親分をやっつけるが、逃がしてやった青鬼から打ち出の小
槌をもらう。助けたお姫様に望みが叶うという打ち出の小槌を振ってもら
うと、一寸法師は立派な若者になり、お姫さまと末永く暮らす。  
③構成要素  神の加護、異形の子ども、変身 
 
 「一寸法師」は、日本全国に広く語り継がれている民話のひとつである。子どもがいな
い夫婦が願掛けをする。大抵の場合、この夫婦というのはじいさま、ばあさまと呼ばれる
ような年配者であり、子どもを授かるのが困難と思われるのだが、とにかく願いが叶い、
子どもを授かることが出来る。しかし、この子どもは非常に身体が小さく、身長が三寸（約
9㎝）しかなかったため、一寸法師と呼ばれるようになる。一寸法師は、身体は小さいまま
成長し自立をするために都を目指して旅立つ。都に着くと士官して、ある殿様に姫の遊び
相手として召し抱えられることになった。ところがある日、その姫が鬼達にさらわれてし
まう。一寸法師は身体が小さいことを活かし、姫の着物の袂にかくれ、鬼達の隠れ家まで
ついて行き、そこで鬼達とうまく立ち回り、親分を退治し姫を救い出すのである。そして
この時、手下の青鬼から、逃がしてやるかわりに打ち出の小槌をもらうことになる。その
打ち出の小槌を姫が振ると、姫の願い通りに一寸法師の身体が大きくなり、立派な若者と
なって、姫を無事に連れ帰る。そして、大変喜んだ殿様は、一寸法師と姫の結婚を許し、
二人は末永く幸せになるという結末を迎える。 
 絵本や民話集によって、詳細に違いはあるが、大まかなストーリーのベースは以上のよ
うになる。分析するモチーフとして、鬼退治の報酬として打ち出の小槌、つまり大きくな
るという報酬を得て、更には大きくなったことによって幸せになるという展開の話となっ
ている。 
 「一寸法師」の話の中には、考え方として、鬼を退治することによってご加護を得る、
ご利益があるということになる。子どもを授かるというのも、神のご加護といえる。そこ
には、子どもは神から授かるという考え方の根本がある。更に一寸法師は一般的な子ども
とは異なり、非常に小さな異形の子どもと捉えられる。その異形の子どもが、打ち出の小
槌によって変身を遂げるのである。「一寸法師」の話にはこのような構成要素が含まれてい
る。 
 
2-3 「竜宮童子」の中の打ち出の小槌 
 次に「竜宮童子」も同様に読み解いてみたい。 
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①登場人物  貧乏なじいさま、ばあさま、竜宮の使い、隣の欲深いじいさま 
②ストーリー 心根は良いが貧乏なじいさまが、苦労して整えた門松を海に投げ入れたと
ころ、竜宮の使いが現れ、竜宮にじいさまを連れていく。歓待されたじい
さまは、帰る時に打ち出の小槌をもらう。家に帰ったじいさまは、小槌を
ふって米や金銀を出して裕福になる。それを見た隣の欲深いじいさまが小
槌を借り出し振ってみたら、蔵がなくなり貧乏になった。 
③構成要素  神の加護、因果応報、異郷を訪ねる 
 
 「竜宮童子」にもじいさまとばあさまが登場する。そしてもう一人、隣の欲深いじいさ
まもいる。「花咲かじいさん」にもみられるように、貧乏だが人の良いじいさまの隣の家に、
欲の深いじいさまが住んでいるというのは、民話によくある形式である。竜宮童子では、
貧乏だが心の美しいじいさまが、なんとか金を工面し門松を買う。竜宮様のご加護を得よ
うとお供え物として門松を海に投げ入れた。そのことを粋に感じた竜宮は使いをやり、じ
いさまを呼び歓待する。これは「浦島太郎」の民話と非常に類似している。歓待を受けた
帰り際に、じいさまは竜宮様から打ち出の小槌を頂くのであるが、これは貧乏であるにも
関わらず努力をし、きちんと祀りごとを行ったことへの褒美の意味を持つ。そしてじいさ
まは、その打ち出の小槌を振って金や銀、米などを出し、蔵を建て金持ちになる。 
 これを見ていたのが隣に住む、欲深いじいさまである。人の良い貧乏だったじいさまか
ら打ち出の小槌を借り、自分もたくさん金銀を得ようと振るのだが、振り方を間違えてし
まい、これまでに持っていた財産を反対に打ち出の小槌に吸い取られてしまうのである。
つまり、これは因果応報である。良くない行いをした者には良くないことが起こるという
ことである。そして竜宮という異郷を訪ねる話でもある。神のご加護、因果応報、異郷を
訪ねるというのが「竜宮童子」の構成要素ということになる。 
 このように、民話の中で打ち出の小槌は非常に大きな存在として登場している。幸せを
もたらすもの、場面が展開していく為のひとつの装置、あるいはスイッチのような役割を
果たしているのである。 
 
2-4 黄金伝承 
 西宮市の西隣の芦屋市に、打
うち
出
で
小槌
こ づ ち
町
ちょう
という地名がある。これは全国的にも非常に珍し
く、おめでたい地名として有名である。実はこの打出小槌町という地名はそれほど古いも
のではなく、正式な地名に制定されたのは昭和 43 年のことで、古くは打出村と呼ばれてい
た。明治時代から行政区画と、町名が定められていった。そして打出小槌町、打出春日町
など、頭に打出が付くものが 10 町ほど制定されたのが昭和 19 年である。戦後、現在のよ
うな住居表示に統一される際、打出○○町では地名として長く、不便であるということで、
打出を取り○○町だけで表示することになった。しかし、打出小槌町だけは非常におめで
たい名前ということで、住民の希望もあり、打出を取らずにそのまま残り、今日に至って
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2-4 黄金伝承 
 西宮市の西隣の芦屋市に、打
うち
出
で
小槌
こ づ ち
町
ちょう
という地名がある。これは全国的にも非常に珍し
く、おめでたい地名として有名である。実はこの打出小槌町という地名はそれほど古いも
のではなく、正式な地名に制定されたのは昭和 43 年のことで、古くは打出村と呼ばれてい
た。明治時代から行政区画と、町名が定められていった。そして打出小槌町、打出春日町
など、頭に打出が付くものが 10 町ほど制定されたのが昭和 19 年である。戦後、現在のよ
うな住居表示に統一される際、打出○○町では地名として長く、不便であるということで、
打出を取り○○町だけで表示することになった。しかし、打出小槌町だけは非常におめで
たい名前ということで、住民の希望もあり、打出を取らずにそのまま残り、今日に至って
いるのである。 
 打出小槌町は阪神電鉄打出駅から北に行く道の西側に位置する。打出小槌町には、マン
ションや住宅が立ち並んでいるのだが、マンション建設の際に、前方後円墳の痕跡が見つ
かった。そして打出小槌町の東隣の春日町には、金津山古墳がある。この古墳は、前方後
円墳の一部で、お椀をひっくり返したような形の後円部だけが残っている。 
この古墳にまつわる伝承として、「朝日差す 入日
い り ひ
輝くこの下に 黄金
こ が ね
千枚瓦万枚」とい
う言葉がある。金津山古墳は黄金
こ が ね
塚
づか
とも呼ばれており、塚の下、つまり墳丘の下には黄金
が眠っているという、いわゆる黄金伝説が存在する。この古墳は阿保親王の父親の墓とい
う説があるのだが、万が一我が領土が飢饉などに見舞われた時は、この塚を掘り起こし、
埋めている黄金を使って人々を救うように言ったという伝承である。 
実は、黄金塚や金津山という名の古墳は日本全国にたくさんある。西宮の北隣の三田市
にも、鎌倉から室町にかけて地域をおさめていたとされる領主の墓には、同じように「黄
金千枚瓦万枚」の伝承がある。ここでは塚の下ではなく、あしべの木の下という。黄金で
はなく金の茶釜が埋まっているという言い伝えがある地域もある。いずれにしても、領主
が後のことを思い、自らの墓や木の下に黄金や宝を埋めたと伝えられている。このような
黄金伝承は、全国のあちらこちらで残っているのである。黄金伝承を持つ遺跡を発掘する
際、黄金や宝が出てくるのではないかという期待が高まるが、金津山古墳では、多数の埴
輪が見つかった。金津山古墳からは円筒埴輪、打出小槌古墳からは牛型や人物埴輪が出土
し、現在は芦屋市の美術博物館で保管展示されている。 
 
2-5 民話、伝承の分析 
「一寸法師」や「竜宮童子」、黄金伝承などの、全国各地に伝わる民話や伝説から紐解い
てみると、打ち出の小槌は基本的におめでたい話との関わりが深いことがわかる。「竜宮童
子」の中では、隣に住む欲深いじいさまには災いをもたらし、罰を与えるような役割を果
たしているが、基本的には、良い事物を生み出してくれるアイテムとして民話の中に取り
入れられている。打ち出の小槌が登場する民話を様々なモチーフによって分析を行うと、
以下のように分類することが出来る。 
・異常誕生譚 
・異常成長譚 
・異郷譚 
 「譚
たん
」は「話」と同義である。異常誕生譚、異常成長譚は、通常とは違う誕生の仕方を
した子どもが成長をしていく話で、「一寸法師」や「桃太郎」がこれにあたる。異郷譚は、
異郷訪問譚ともいい、異郷を訪ねる話である。「竜宮童子」や「浦島太郎」がこれにあたる。
これらの話の中で、場面が好転する際のきっかけとして、打ち出の小槌が登場することが
多く見られる。 
 これらの話から、地域的分布も探ることが出来る。「一寸法師」は日本全国に広く分布し
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ている。その理由として、『御伽草子
お と ぎ ぞ う し
』に取り上げられていることがある。『御伽草子』と
は、中世の様々な話を集め、本（資料）にしたものである。読みやすく編纂されたものが、
文庫本などで出版されており、たくさんの昔話を読むことが出来る。「一寸法師」はこの『御
伽草子』によって、早い時期から全国に広まっていったと思われる。『御伽草子』という教
本があった為、全国的にストーリーにも大きな違いはなく、比較的均一である。それに対
して「竜宮童子」は東北地方を中心に話が残っている。このように、同じ日本の民話でも、
その話の成り立ちや話の存在が認められた時代、またどういう形で記録されていたかなど
によって、分布の偏りや分布の仕方に、変化が少なく全国的にあるのか、地域差が大きい
のかといった境目が生じてくるのである。 
 一方民話は、「昔々あるところに」で始まり、「だったとさ」「といったもんじゃげな」と
いうように締めの言葉があるものだが、それらは地域によって方言の違いがあり、人によ
っても語り口調に違いが出てくるものである。その為、永い年月の間に、基本的なモチー
フや登場人物は変わらなくても、話の展開が変化するし、語る人の技術や語る相手によっ
ても変化が生じてくる。広く語りかける時と、膝の上に孫を抱いて語る時では口調も変わ
ってくるように、民話や伝承というものは、様々なバリエーションが出てくるものである。
話しが多少違っていても、登場人物やモチーフを比較検討していくことによって、ひとつ
の話の流れを追うことができ、学問として成立しているのである。このように民話学に基
づき分析してみると、打ち出の小槌とは、良い方向に転換するための装置としての性格を
持つことが導き出される。これは江戸時代でも明治時代でも、現代であっても、変わりな
くいえることである。 
 
3．大黒様 
 
3-1 大黒天から大黒様へ 
 打ち出の小槌の持ち主といえば大黒天、いわゆる「大黒様」である。図 1は、1885 年（明
治 18 年）に発行された 1円札で、通称「大黒札」である。右側に大黒様が大きな袋を担ぎ、
にこやかな笑顔で座っている。これは兌換
だ か ん
紙幣
し へ い
で、金の裏打ちがあって発行されているの
で、現在でも 1円として使用することが出来る。（現在では、状態にもよるが、1枚 3万円
ほどで取引されるという。）  
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 それでは、大黒様とは一体何者なのだろうか。大黒様は元々、古代インドの暗黒神であ
り戦いの神でもあった。その際の名称はマハーカーラといい、古代インドの自然に伴う神
達は、後々仏教が形作られ、整備されていく中に、在地の神が仏教を守護するものとして
取り入れられていったのだが、大黒天の他、不動明王や毘沙門天など多く存在する。仏教
には菩薩や如来といった階級があるが、大黒天などは天部
て ん ぶ
という階級に属している。発祥
の地は古代インドであるが、そこから中国に伝わり、食べ物が傷まないよう、台所を清浄
に保つ神として、寺院の厨房などで祀られていたようである。そしてその姿のまま、仏教
伝来と共に日本にも伝わってきたので、天台宗などの寺院の厨房では、現在でも大黒天が
祀られているようである。 
 
3-2 大黒天の像容 
 先に、古代インドでは戦いの神でもあったと述べたが、本来は、現在多くの人が思い描
くものとは大幅に違い、図 2 のような姿をしていたようである。これは『大正大蔵
だいしょうだいそう
経
きょう
』
という中国から伝来した経文をもとに作られた経典で、その中に様々な仏の姿が描かれて
いる。そこでは大黒天はこのように武器を持ち、恐ろしい表情をしているのである。この
大黒は顔が３つあり三面大黒というが、戦いの神らしく三面すべて憤怒の表情をしている。
不動明王なども同様に、憤怒の表情をしているが、それは顔そのものが恐ろしく強くなけ
れば、戦いに勝てないからである。手には剣など持っている。 
 この大黒天が天台宗を中心に、台所に祀る神として日本にやってきてから、その姿も徐々
に変化していくことになる。図 3 は大宰府の観世音寺にある大黒天の像であるが、図 2 の
三面大黒とくらべると穏やかな表情をしており、左肩には袋を担いでいる。これは完全に
戦いの神ではなく、台所の守護神としての姿であると思われ、現在の大黒様の姿の原型と
もいえる。ただし、図 2 の三面大黒も当然日本に伝来しているので、同じ大黒様でも、戦
いの神としての険しい表情のものと、袋を担ぎ穏やかな表情のものの二通りの姿で伝来し
たことがわかる。伝来時期は、これらの姿が天台宗でみられるため平安時代にあたり、比
叡山を中心に祀られていた。  
図 1 明治時代の 1円紙幣 通称「大黒札」 
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3-3 大黒様の変容 
 時代の流れの中で、人々の仏への意識に変化が生じ、それに伴い仏の姿の現し方にも変
化が見られるようになる。三面大黒の憤怒の表情の姿は、経文、経典に描かれており、い
わゆる原型といえるものである。それらの姿が人々に受け入れられていく中で、仏に対す
る受け取り方、いわば信仰の形が変わっていき、仏の姿も変わっていったのである。 
 台所で祀られていたこともあり、やがてその姿は、俵を踏んで立った状態で表されるよ
うになる。顔は図 2のように三面のままで、まだ少し怖い表情をしている。ただし、大黒
様の顔が三面並んでいるのではなく、中央が大黒、向かって左側が毘沙門、右側が弁天と
いう風に三人の仏が並んで描かれている所が大きな変化といえるだろう。しかしまだ、鎧
のような衣服をまとい、蔵の鍵のようなものや薙刀
なぎなた
などの武器を手にしており、戦いの神
としての原型を残している。しかし、やや表情は笑顔になり、福徳の神らしい姿に近づい
てきている。しかし、米俵を踏むなどということは、一般的には考えにくく、昔のテレビ
ドラマ「水戸黄門」の中でも、水戸光圀公が米俵に腰かけ、農家の女性に叱られるという
シーンが印象的であったのだが、大黒様は神なので許されるのであろうか。いずれにして
も、食生活を安定させる象徴として米俵を踏み、憤怒の表情も徐々に和らぎ親しみが増し
ていることが見て取れるであろう。 
ちなみに、弁天様が手に持つ「如意
に ょ い
宝珠
ほうじゅ
」とは、意の如くなる宝の珠という字の通り、
恩徳を得たいという願いを叶えてくれる宝の珠であり、縁起の良い図柄である。実は、打
ち出の小槌の打面に丸い模様があるのだが、これは「如意宝珠」を略して表現したもので
ある。つまり、願いをかなえてくれる「如意宝珠」の模様を以て、ものや地面を叩くとい
う行為は、良いこと、寿ぐことをものや地面に鎮め、封じ込めるという意味がある。建物
の棟上げの儀式などで打ち出の小槌を飾るのには、そういった理由があり、宝珠の印が付
いていることは良い事へ転換していく装置としての能力を示しており、とても重要なもの
である。このことから、弁天様の手には宝珠、大黒様も手に宝珠が描かれた打ち出の小槌
を持っており、徐々に現在の大黒様のイメージに近づいていることがわかる。 
図 2 『大正大蔵経』の中の三面大黒     図 3 観世音寺の大黒天像 2-3. 
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3-4 えびす様と大黒様 
 江戸時代の中頃になると、大黒様に「連れ」が登場する。その「連れ」とはえびす様で
あり、「恵比寿大黒」とセットになって出てくることが多くなる。図 4は葛飾北斎が描いた
下絵であるが、えびす様も大黒様もにこにこと非常に楽しそうであり、いかにも幸せを与
え福を呼んでくれそうな姿として描かれるようになってくる。江戸時代中頃というと、浮
世絵や北斎漫画などの出版物が出現しており、その中に、正月を中心とした風物詩として、
恵比寿大黒がセットで登場するようになってくるのである。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
3-5 福神へ 
 大黒様の交友関係は、更に広がっていく。宝船に乗った「七福神」である。お目出たい
とされる七人が一同に会し一隻の船で登場する。この七福神も江戸時代中頃から見られる
ようになるが、枕の下に七福神の札を敷いて寝ると良い夢が見られるというまじないやお
守りのような、縁起物として人気を博していく。 
 江戸時代には、七福神に限らず、人々の日常の生活に幸をもたらす、御利益のある神様
を「福神
ふくじん
」として、福神信仰が流行した。これは何も、経や祝詞などの教義的な裏付けが
あるわけではなく、幸、幸い、福を与えて下さる神様として、一般の人々が福神を信仰す
ることである。  
図 4 北斎画の恵比寿・大黒天 
(出典 『大黒天信仰と俗信』平成 5 年 8 月 15 日 笹間良彦著 雄山閣出版) 
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 こうした信仰は、自然に発生していったのではなく、流布しようとした人々がいて、広
まっていった。福神を祀る側の神社や寺も、もっと広めたいという思いから布教活動を行
った。こうした祀り手からの布教活動のひとつに「出
で
開 帳
がいちょう
」というものがあった。この出
開帳とは、本来の場所から、神仏が違う場所へ出張したり巡回したりするのである。そう
することによって、普段は遠くて参れない人々も、神仏の方が近くまで来て下さるので参
ることが出来る。参拝者が増えれば当然浄財が増える為、祀り手の方は本堂の修理修繕な
どを行う際などに、その資金集めとして出開帳を行うことがあった。こうした出開帳とい
うものが流行したのが江戸時代である。 
 また、神社や寺などのお札や図 5のような絵を持って、各地を廻る「願人
がんにん
」「御師」と呼
ばれる人々もいた。現在でも、伊勢から獅子舞が訪れ、玄関先で舞っている人々を見かけ
ることがあるかもしれないが、そういった人々がお札などを配りながら信仰を広め、本社
の方へお参りをしてくれるように導くのである。こうして、寺や神社で直接仏や神を祀る
僧侶や神主ではない「願人」「御師」といった人々は各地で信仰を広めていく役割を果たし
ており、それに関する資料も多く残っている。こうして全国各地に様々な信仰が広がって
いくが、そうした動きが最も盛んであったのが江戸時代半ばのことである。大黒天の信仰
もそのようなかたちで広まっていった。弁才天や吉祥天
きっしょうてん
、荼枳
だ き
尼天
に て ん
なども、同様にして広
まった信仰として有名である。 
江戸時代には様々なものが流行した。その中でも庶民仏教というものは、教義にのっと
るというよりも、もう少しゆるやかな教えとしてわかりやすく、一般の人々の信仰を集め
ていったようである。そしてこれらは一種の流行としての性質を持ち、「流行り」という呼
び方もあった。そして大黒天信仰もそのような流れの中にあり、現在にも引き継がれ、各
図 5 明治時代の宝船図 
（前右：大黒天 前中：恵比寿天 前左：福禄寿 中右：寿老人  
中中：布袋尊 中左：弁才天 後中：毘沙門天） 
(出典『明治・大正の広告メディア』熊倉一紗 吉川弘文館 平成 27 年 3 月) 
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なども、同様にして広
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江戸時代には様々なものが流行した。その中でも庶民仏教というものは、教義にのっと
るというよりも、もう少しゆるやかな教えとしてわかりやすく、一般の人々の信仰を集め
ていったようである。そしてこれらは一種の流行としての性質を持ち、「流行り」という呼
び方もあった。そして大黒天信仰もそのような流れの中にあり、現在にも引き継がれ、各
図 5 明治時代の宝船図 
（前右：大黒天 前中：恵比寿天 前左：福禄寿 中右：寿老人  
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地で札所巡りや七福神巡りといったものが行われている。 
大黒天信仰は、たとえ信仰から少し外れたとしても、福徳の象徴であり、縁起物である
という印象は強く残る為、様々なところに取り入れられていった。そのわかりやすい例と
して引き札
ひ き ふ だ
がある。引き札とは明治時代に作成された、現在の新聞広告にあたるものであ
る。図 6 は呉服太物商の引き札で、店名と共に縁起の良い大黒様とえびす様の図柄が入れ
られている。明治時代、西洋から石版印刷の技術が導入され、江戸時代の浮世絵と比較す
ると、技術的には劣る部分も大きいが、大量印刷に向いていた為、このような引き札はた
くさん印刷され、消費者に向けて配布されたのである。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 図 7 は海産乾物店の引き札である。こちらにも大黒様とえびす様の図柄が使用されてい
る。大黒様が打ち出の小槌を振って小判を出し、えびす様が手箕
て み
と呼ばれる竹製の籠でそ
図 6 呉服店の引き札 
(出典『田村コレクション引札』京都書院アーツコレクション 7 京都書院 平成 8年) 
図 7 海産乾物店の引き札 
(出典『田村コレクション引札』京都書院アーツコレクション 7 京都書院 平成 8年) 
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れを受けている。なんとも楽しそうで、見る者が嬉しくなるような図柄である。こうした
引き札からは、「大黒様やえびす様は縁起が良いもの」「打ち出の小槌は金銀を出し、生活
を豊かにしてくれるもの」ということが、この時代の人々の共通の認識として確立してい
るということを物語っている。誰しもが、この図柄を好み、良いものであるという刷り込
みが出来ているのである。 
 
4．まとめ 
 
 大黒様は、奈良時代に仏教が日本に伝来し、平安時代から長い年月をかけて解釈され、
少しずつ変容を遂げながら、現在のような福徳の神としての地位を江戸時代に確立させた。
仏教と共に様々な教義に則った事物が入ってきたのだが、日本人はそれらを堅苦しくその
まま祀るのではなく、日本の生活感覚に合った信仰としてアレンジをし受け入れてきたの
である。そうした逞しさ、感性の柔軟さや幅の広さが日本人の利点であると考えるのであ
る。大黒天が宝珠を持つという姿は、インドや中国の元の大黒天の姿には決してないこと
である。これは日本の風土に受け入れられ、変容していく中で定着していったものである。 
大黒様の幸せそうな顔の裏側には、実はこのように様々なことがあって、このような話
の流れの中に今があるという事実を確認することが出来た。今回は、旧甲子園ホテルの中
に、打ち出の小槌の模様がたくさん散りばめられており、その謎に迫るのが本来の目的で
ある。まずは打ち出の小槌というモチーフについての基礎的な観点を確認するという作業
を行い、その謎解きの入口に入ったとは思うが、謎を解きあかすにはまだまだ調べていく
必要がある。これを基に、旧甲子園ホテルの意匠についての研究が進んでいくことを期待
したい。 
 
(2017 年 1 月 13 日、生活美学研究所本年度甲子プロジェクト研究会における講演に基づく) 
コーディネーター 武庫川女子大学生活環境学部教授 黒 田 智 子 
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